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民主主義に徹し生活を合理化して近代的な町にいたしましょう。(町民怒章より )
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〆

後全企旦宣

般
会
計

第 4固 定

例町議会

(意

千
万
円
を
追
加

第
四
回
定
例
町
議
会
は
十
二
月
二
十
二
、
二
十
三
日
町
二
日

川

間
関
か
れ
、

一
般、

二一
特
別
会
計
補
正
予
算
、
町
職
貝
給
与
条
川

例
の
改
正
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
な
ど
議
中
手
T
六
件
を
審
議
し
、
い
川

ず

れ

も

原

案

ど

お

り

可

決

し

ま

し

た

。

川

な
お
、
盟
寿
図
訟
立
等
に
関
し
て
特
別
委
貝
会
か
ら
割
査
報
告
が
あ
り
、
そ
川

れ
に
対
し
て
町
長
か
ら
「
事
務
的
取
運
ぴ
の
不
充
分
か
ら
関
係
機
関
に
多
大
同
州

持
惑
を
か
け
町
内
信
用
を
失
墜
し
た
責
任
の
重
大
き
を
深
く
反
省
し
、
談
会
を
酬

は
じ
め
町
民
に
深
く
お
詫
び
す
る
。
今
後
的
運
営
は
自
ら
理
事
を
辞
退
し
、
施
酬

設
の
機
能
を
充
分
果
す
よ
う
努
力
す
る
」
と
の
陳
謝
が
あ
り
ま
し
た
。

川

こ
町
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な
こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

川

。
一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
一
億
一
千
五
百

四
十
七
万
九
千
同
が
追
加
さ
れ
、
予
算

総
頒
は
二
十
億
六
千
五
百
四
十
二
万
三

千
円
に
な
り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
公
営
住
宅

敷
地
な
ど
の
公
有
財
産
購
入
費
に
三
千

五
十
五
万
円
、
第
二
次
農
業
桃
造
改
普

事
業
補
助
に
二
千
五
十
四
万

一
千
円
、

町
職
貝
の
給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
に

一
千
六
百
二
十
八
万
七
千
円
、
備
荒
資

金
樹
立
金
に
一
千
二
百
三
十
四
万
八
千

円
、
公
償
山
口
償
越
金
に
八
百
四
十
万
円
、

柏
山
広
域
消
防
組
合
負
担
金
に
二
百
七

十
一
万
四
千
円
、
除
雪
機
械
借
上
な
ど

に
百
五
十
万
円
、
雪
上
車
修
繕
料
に
八

十
三
万
四
千
円
、
幼
稚
園
舎
修
繕
料
に

T
Il
l
 

慮
し
て
い
る
。
五
十
二
年
皮
肉
畑
地
か

ん
ぱ
い
の
計
画
変
更
に
よ
り
具
体
化
し

て
い
き
た
い
。

。
部
落
保
育
所
の
助
成
増
額
を
H
町
営

保
育
所
内
開
設
は
十
名
以
上
と
い
う
本

単
で
美
利
河
、
花
石
地
区
は
部
落
営
で

お
願
い
し
、
弱
冠
の
経
費
を
負
担
願
っ

て
い
る
が
、
現
在
、
七
八
%
程
度
内
補

助
率
も
物
価
や
報
酬
の
引
き
上
げ
を
考

慮
し
て
助
成
し
て
い
る
。

一内

議
一

一町

会
一

一落
長
一

一部

会
一

部
落
町
内
会
長
会
議
は
、
十
二
月
十

七
日
消
防
庁
舎
に
約
七
十
人
的
代
表
が

集
ま
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
長
か
ら
「
本
年
皮
肉
投
資
的
卒
業

四
十
五
万
五
千
円
、
盟
国
線
地
質
調
査

委
託
料
に
四
十

一
万
七
千
円
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
校
線
舗
装
工
事
な
ど
七
件

で
七
百
八
十
六
万
円
、
山
村
地
域
農
林

漁
業
特
別
対
策
事
業
補
助
二
百
八
十
四

万
二
千
円
、
心
土
破
砕
事
業
補
助
百
八

十
万
五
千
円
主
ど
が
減
制
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
地
方
交
付
税

六
千
万
問
、
町
償
二
千
六
百
二
十
万
円
、

道
支
出
金

一
千
九
百
六
十
七
万
六
ヰ
向
、

町
税
三
百
四
十
四
万
三
千
円
、
国
庫
支

出
金
三
百
十
二
万
三
千
円
主
ど
が
見
込

ま
れ
ま
し
た
。

。
国
民
健
康
保
険
金
計
事
業
勘
定
補
正

予
算

高
額
療
養
費
負
担
金
に
七
百
八
十
九

〈
〉
町
内
の
ゴ
ミ
置
場
の
散
在
が
目
だ
ち

改
善
が
少
な
い
よ
う
だ
が
H
改
普
に
対

し
て
三
分
の

一
程
度
の
補
助
を
出
し
て

い
る
が
設
置
場
所
が
主
い
こ
と
で
未
設

備
が
多
い
。
地
域
ぐ
る
み
の
衛
生
意
識

の
同
協
を
図
り
改
普
す
る
よ
う
指
導
し

た
い
。

〈
〉
辺
地
に
お
け
る
防
火
用
水
の
確
保
在

日
地
域
住
民
的
防
火
志
織
の
理
解
に
よ

り
用
水
地
認
め
位
置
を
早
め
に
碓
保
す

種
川
の
国
道
改
修
な
ど

活
発
な
意
見
や
要
望

は
町
単
独
卒
業
の
実
施
で
総
予
算
町
四

五
%
に
達
し
た
。
来
年
同
財
政
も
苦
し

い
が
、
効
果
的
に
執
行
し
た
い
の
で
町

民
の
要
望
を
知
ら
せ
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
、
そ
の
あ
と
次
の
よ
う
な

所
管
事
羽
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
教
委
か
ら
H
学
校
給
食
は
明
年

四
月
に
開
始
す
る
の
で
一
月
中
に

校
下
父
兄
と
懇
談
し
た
い
。

マ
福
祉
課
か
ら
日
町
民
的
協
力
に

よ
り
日
赤
募
金
四
十

一
万

一
千
円
、

赤
い
羽
根
募
金
三
↓
六
万
九
千
門

的
収
納
が
あ
り
目
標
額
に
逮
し
た

0

7
企
画
課
か
ら
H
明
年
同
開
幕
八

十
周
年
記
念
行
事
で
七
十
歳
以
上

向
老
人
を

一
向
に
会
し
て

m
敬
老

の
つ
ど
い
M

を
実
施
し
た
い
の
で

地
域
的
賛
同
を
願
い
た

い。

万
九
千
円
と
人
件
費
な
ど
三
十
二
万
八

千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は
三
億

五
千

一
万
九
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

〈
〉
国
民
健
康
保
険
金
計
施
設
勘
定
補
正

予
算

薬
品
質
な
ど
の
材
料
費
に
五
千
六
百

八
十
五
万
円
、
人
件
費
に
千
四
百
六
十

六
万
二
千
円
、
医
文
経
費
に
三
百
三
十

万
八
千
円
が
追
加
さ
れ
、
支
出
総
額
は

四
億
四
千
三
百
三
一
十
八
万
一
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

。
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

水
道
丸4
金
繰
出
金
に
百
三
十
万
円
、

公
償
資
償
還
金
に
百
十
二
万
八
千
円
、

人
件
費
に
百
二
万
九
千
円
な
ど
が
追
加

さ
れ
、
予
算
総
額
は
七
千
五
百
六
十
三

こ
の
設
会
で
町
政
に
対

し
て
曲
目
長
井
議
貝
、
日
下

訣
貝
か
ら

一
般
質
問
が
あ

り
、
町
長
が
回
答
し
ま
し

た
。
お
も
な
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〈
〉
神
丘
地
区
チ
ョ
ポ
シ
ナ

f
L

イ
川
の
水
害
対
策
と
し

τ

河
川
改
修
を
H
国
鉄
内
橋
台
ニ
ヵ
所
内

改
修
は
絃
品
目
面
で
負
担
が
多
J

、
困
難
な

の
で
、
国
語
か
ん
ば
い
事
業
の
右
岸
改

問質般
る
こ
と
は
必
要
だ
し
、
住
民
の
協
力
に

よ
っ
て
務
備
も
で
き
る
。
な
お
、
消
防

支
暑
で
斡
旋
す
る
消
火
器
は
必
ず
各
戸

に
設
備
し
初
期
消
火
に
努
め
て
ほ
し
い
。

〈
〉
狭
あ
い
な
住
宅
で
も
使
用
で
き
る
組

立
式
葬
儀
場
を
備
え
る
考
え
は
H
生
活

改
善
的
趣
旨
は
理
解
す
る
が
、
狭
あ
い

な
場
合
は
各
地
の
集
会
場
を
利
用
す
る

方
法
も
あ
り
‘
ど
の
収
皮
必
要
あ
る
か

検
討
し
た
い
。

行
政
全
般
に
対
す
る
要
望
の
お
も
な

こ
と
は
次
の
と
お
り
で
す
。

マ
道
々
八
世

T
今
金
総
の
今
金
橋
付
近

の
防
雪
さ
〈
を
完
備
し
て
H
途
切
れ
て

い
る
部
分
の
設
世
を
要
望
す
る
。

マ
美
利
河
線
に
砂
利
を
敷
い
て
川
町
道

路
線
は
品
時
補
修
し
て
い
く
。

マ
国
道
二
七
七
号
線
住
吉

1
極
川
洲
町

道
路
改
修
を
U
調
宜
の
終
了
に
伴
い
早

期
改
良
を
実
施
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

マ
光
台
の
ス
キ
l
場
に
駐
車
場
を
H
道

路
上
に
駐
車
し
主
い
よ
う
土
地
所
有
者

の
協
力
を
得
て
整
備
し
た
い
。

マ
光
台
地
区
の
除
雪
は
集
乳
平
が
入
る

前
に
し
て
ほ
し
い

H
委
託
一
路
線
に
な
る

の
で
要
望
に
そ
う
よ
う
努
力
す
る
。

マ
中
央
線
の
街
路
灯
に
町
賛
助
成
を
け

全
町
的
な
問
題
も
あ
り
検
討
し
た
い
。

な
お
‘
今
金
持
察
官
派
出
所
長
か
り

冬
肉
交
通
古
全
的
お
願
い
、
体
協
会
長

か
ら
部
落
住
民
に
対
し
て
休
協
組
織
に

加
入
願
い
町
ぐ
る
み
の
体
育
振
興
を
図

り
た
い
旨
の
依
軌
が
あ
り
ま
し
た
。

万
円
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
歳
入
で

は
簡
易
水
道
整
備
卒
業
費
四
百
三
十
万

円
が
見
込
ま
れ
た
た
め
、

一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
七
十
三
万
一
千
円
が
減
願

さ
れ
ま
し
た
。

M
V
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

教
育
委
只
会
事
務
部
局
的
職
貝
定
数

を
十
人
か
ら
九
人
に
、
学
校
そ
の
他
の

教
育
機
関
の
職
貝
定
数
九
人
を
十
二
人

に
す
る
も
の
で
す
。

〈
〉
町
職
員
の
給
与
条
例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
よ
る
国
家
公
務
貝
の

給
与
改
定
に
準
じ
て
、
町
職
貝
の
給
料

が
平
均
給
料
月
額
六
・
七
%
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
な
お
、
期
末
手
当
と
勤

勉
手
当
円
支
給
率
が
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の

十
づ
っ
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

。
今
金
町
学
校
給
食
セ
ン
h
y
l
段
置
条

例
の
制
定

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
伴
い

管
理
、
運
営
に
必
要
な
事
粛
を
定
め
た

も
の
で
す
。

良
計
画
の
変
更
時
に
国
営
排
水
繋
備
事

業
と
し
て
配
慮
頗
う
よ
う
取
り
進
め
て

い
き
た
い
。

〈
〉
過
疎
対
策
と
し
て
工
場
誘
致
も
当
然

考
慮
す
べ
き
だ
が
経
済
情
勢
か
ら
実
現

は
困
難
な
の
で
、
自
衛
隊
を
誘
致
す
る

対
策
は
H
過
疎
対
策
的

一
っ
と
し
て
考

え
ら
れ
る
が
町
民
的
世
論
的
動
き
を
み

て
対
処
し
た
い
。
工
業
誘
致
は
着
任
以

来
苦
慮
し
て
い
る
が
今
後
と
も
立
地

条
件
を
踏
ま
え
主
が
ら
努
力
し
た
い
。

一…欝議;灘機雲:目
。」
歳
末
助

町
内
向
車
ま
れ
な
い
人
々

に
合
し
で
も
院
か
い
手
を
さ

し
の
べ
よ
う
と
町
で
は
、
町

内
会
、
部
落
会
を
通
じ
て
歳

末
助
け
合
い
運
動
を
展
開
し

ま
し
た
。

こ
の
結
川
市
、
次
の
よ
ワ
に

町
民
の
み
な
さ
ん
か
句
多
額

的
普
主
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

マ
町
内
会
N
二
十
一
万
九
百
六
十
円

マ
部
落
合
H
ニ
イ
万
三
千
二
百
七
十

八
円
マ
団
体
専
守

日
赤
牢
仕
団
今

金
支
部
一
万
七
千
六
百
円
マ
今
金

町
た
ば
こ
版
売
組
合
婦
人
部

一
万

。
愛
情
銀
行
か
ら

マ
金
銭
預
託
、
払
い
出
し

守
山
口
学
さ
ん
(
花
石
)
か
句
九
千

十
八
円
を
光
町
旦
ヘ

マ
今
金
町
職
只
組
合

(委
只
長
橋
本

勉
)
か
ら
五
万
五
千
七
百
六
十
四

円
を
光
町
里
と
盟
奇
聞
へ

マ
大
企
啓
太
郎
さ
ん

(昭
和
町
)
か

り
一
万
五
千
円
を
光
町
里
、
盟
舟

倒
今
金
小
百
合
保
育
凶
へ

マ
み
町
や
商
庖
(
河
村
昭
夫
八
嶋

町
)
か
ら
町
内
向
歳
暮
を
や
め
て

凹
万
円
を
光
町
単
と
盟
舟
閣
へ

マ
今
金
日
石
胤
(川
村
正
夫
e

栄
町
)

。
鈴
問
会
館
設
置
条
例
の
制
定

鈴
岡
に
建
設
さ
れ
た
会
館
の
使
用
条

件
な
ど
を
定
め
た
も
の
で
す
。

〈
〉
町
道
の
路
線
飽
定

花
石
東
一
号
線
な
ど
七
路
線
約
一一一J

が
新
た
に
町
道
に
認
定
さ
れ
、
種
川
線

四
J
主
ど
も
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
町
道
内
総
延
長
は
二
百
二
十
路

線
二
百
六
十
J
と
な
り
ま
し
た
。

め
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

任
期
尚
了
に
伴
い
中
村
治
昭
さ
ん
(

川
町
議
南
町
)
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

O
陳

情
中
種
川
地
区
原
口
準

一
と
阪
井
光
夫

聞
の
鉄
道
踏
切
拡
大
と
八
東
地
区
道
営

か
ん
が
い
排
水
卒
業
測
量
調
主
賛
助
成

に
つ
い
て
の
陳
情
は
、
建
誌
、
産
業
常

任
委
頁
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

〈
〉
輔
願

今
金
営
林
署
分
会
か
ら
の
「
鹿
山
村

町
過
疎
化
解
消
と
白
ろ
う
病
絶
滅
」
に

つ
い
て
の
柏
断
酬
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

( 2 ) 

〈
〉
農
業
後
継
者
対
策
と
し
て
開
設
し
た

結
婚
相
談
所
の
強
化
を
け
開
設
以
来
相

談
只
の
協
力
に
よ
り
大
き
な
成
果
を
あ

げ
て
は
い
る
が
、
な
お
、
き
め
こ
ま
か

に
各
町
村
に
出
む
く
、
」
と
は
経
費
而
で

困
難
だ
。
関
係
者
で
は
毎
月
一
回
会
合

を
開
き
連
絡
を
密
に
し
、
具
体
的
な
案

を
伺
い
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

〈V
神
丘
地
区
の
飲
用
、
農
用
水
施
設
の

見
通
し
は

U
具
体
的
に
剥
査
し
て
い
る

が
附
水
と
農
業
用
水
の
だ
き
合
せ
に
苦

五
千
百
二
十
円
マ
今
金
消
防
職
只
互

助
会

一
万
七
千
七
百
九
十
八
円
マ
今

金
建
設
協
会
十
万
円
マ
今
金
ラ
イ

オ
ン
ク
ラ
ブ

ヨ
一万
円
マ
荒
良
木
究

資
さ
ん
千
円
H
計
二
十
万
一
子
五

百
十
八
円

総
額
六
十

一
万
五
千
七
百
五
十
六
円

こ
れ
」
り
は
、
福
相
施
設
の
入
所
者

凶
十
四
人
に
各
凶
千
円
、
光
町
星
学

問

(六
人
)
に
各
四
千
円
、
聞
は
野
間

(三
十
二
人
)
に
存
四
千
円
生
保

町
外
長
期
入
院
血
者
十
九
人
に
各
凶

千
円
、
町
内
長
期
入
院
血
者
六
十
七

人
に
各
三
千
問
、
生
活
保
積
世
帯
七

十
一
人
に
は
町
四
か
ら
各
五
千
円
が

そ
れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

か
り
五
万
円
を
良
野
闘
へ

守
今
全
オ

i
ト
肌

(川
村
正
夫
栄

町
)
か
ら
三
万
円
を
光
町
旦
へ

マ
棚
橋
精
立
郎
さ
ん
(
南
栄
町
)
か

句
埼
玉
県
よ
り
里
帰
り
し
た
記
念

に
二
万
円
を
型
高
凶
と
光
町
里
ヘ

マ
物
品
預
託
、
払
い
出
し

マ
荒
井
彦
五
郎
さ
ん
か
ら
衣
類
三
十

占
山
を
町
内
の
生
活
保
護
世
幣
へ

マ
日
赤
牢
仕
団
今
金
支
部
(
代
表
伊

藤
ト
ミ
ノ

)
か
ら
お
し
め
百
三
十

五
枚
を
並
舟
聞
へ

。
タ
オ
ル
八
十

八
枚
雑
布
九
十
枚
み
か
ん

一

新
を
光
町
里
へ

H
そ
れ
ぞ
れ
寄
付

し
ま
し
た
。

( 3 ) 



の
運
ぴ
、
そ
こ
か
ら
国
縫
ま
で
一
傾
向
同

で
卜
ロ
ソ
コ
を
引
っ
ぱ
っ
て
巡
ん
だ
。

曽
我
井

明
治
問
十
年
こ
ろ
か
し
り

引
っ
ぱ
っ
て
い
る
の
を
見
た
が
。

宗
像

函
館
本
線
が
開
通
す
る
頃
か

ら
だ
ん
だ
ん
だ
さ
主
〈
主
っ
た
。
全
践

の
こ
ろ
は

一
俵
一
六
百
円
カ
マ
ス
に
h

十
俵
位
づ
っ
ト
ロ
y

コ
に
柏
み
こ
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

町
長
そ
の
こ
ろ
砂
金
堀
り
は
ど
う

で
し
た
か
。
カ
ニ
カ
ン
金
山
な
と
。

宗
像

私
的
父
も
忠
志
別
の
出
口
か

ら
大
平
さ
ん
の
悦
防
に
か
け
て
や
っ
た

ら
し
い
が
あ
ま
り
出
な
か
っ
た
。
明
治

的
初
め
に
雨
広
敬
次
郎
が
珍
古
辺
(
花

石
)
に
砂
金
鉱
を
堀
っ
た
。

曽
我
井

雨
品
的
自
叙
伝
で
は
、
明

治
十
年
頃
英
利
河
に
来
て
六
十
人
位
町

人
夫
を
雇
い
笹
を
苅

っ
て
き
が
し
た
が
、

め l

の昭 1
軌和 ;

事36
年

土頃
は、

御水
影固
かづ
ら〈
神り
丘の
へた

議
部
掛
瀦
議
議
懇

“新春座談会'〆町長・議長を囲む

出席されたみなさん

キサさん(栄

相1司さん (美利河)

定ーさん(神丘)

伝説長

吉出企画課長

l町)

盟町長河端

今野

司会

岩 IHI

宗像

曽我井

• 
か
ヰ
リ
前
に
堀

っ
た
あ
と
で
失
敗
だ

っ

た
と
記
さ
れ
て
い
る
ね
。

議

長

属

に
い
う
日
光
町
東
開

JH
に

砂
金
が
行
っ
た
と
い
う
経
遣
が
あ
る
か

ら
相
当
な
誌
が
で
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

宗

像

今
年
佐
渡
の
京
野
町
内
相

教
主
事
が
八
主
内
大
品
さ
ん
を
つ
れ
て

私
の
家
を
訪
ね
て
き
た
。
最
近
佐
渡
で

見
つ
け
た
と
い
う
四
、
五
尺
内
和
紙
に

手
自
き
し
た
砂
金
掠
集
の
地
図
を
持
っ

て
ね
。
「
サ
レ
」
と
い
う
砂
金
掠
取
の

指
噂
者
が
五
人
ほ
ど
利
別
川
に
来
た
人

が
往
い
た
と
い
う
が
、
白
老
の
沌
や
川
部

岩
の
沢
、
広
間
さ
ん
の
付
近
も
「
中
ス」

八
雲
か
ら
歩

交
通
の
お
話
し
で
な
に
が
想
い
出
を

曽
我
井
青
年
時
代
を
考
え
る
と
現

代
の
生
活
は
よ
く
介
。
り
ま
し
た
ね
。
兵

山
崎
で
変
六
米
凶
的
制
合
が
半
々
に
見
え
、

一
生
百
姓
を
や
る
な
り
、
こ
内
位
の
生

活
が
で
き
る
よ
う
頑
仮
句
な
く
ち
ゃ
あ

と
思
っ
た
。
自
家
用
車
で
送
迎
し
て
も

」
り
う
な
ど
夢
に
も
考
、
え
な
か

っ
た
。
こ

の
時
代
で
も
道
路
が
悪
い
、
何
が
惑
い

と
同
長
に
要
望
す
る
。
大
変
だ
主
あ
。

宗
像

今
町
人
達
は
歩
く
こ
と
が
す

く
な
い
で
す
ね
。
私
は
よ
く
美
利
河
か

ら
桂
川
、
神
丘
ま
で

一
泊
ど
ま
り
で
歩

い
た
も
の
で
す
。

曽
我
井
昭
和
五
年
頃
、
今
金
|
国

縫
間
内
鉄
道
が
開
通
し
、
八
雲
ま
で
汽

車
で
行
き
競
馬
を
見
て
八
裂
か
ら
歩
い

明
日
の
町
づ
く
り
J¥ 

昭
和
五
十
-一
年
の
脊
を
迎
え
ま
し
た
。

自
然
の
山
崎
み
鋭
か
に
伸
び
如
く
今
金
町
は
、
組
先
の
の
ニ
し
た

開
拓
粉
神
と
郷
土
愛
と
を
受
け
つ
ぎ
、

明
る
く
伎
み
よ
い
町
づ
く

り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

こ
と
し
は
州
北
八
卜
周
年
の
と
し
で
も
あ
り
、

二
人
の
み
な
さ

ん
と
町
長
、
議
長
に
、
町
の
あ
ゆ
み
を
山
り
か
え

っ
て
苦
労
話
し

な
ど
を
語

っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

あ
す
の
問
づ
く
り
の
た
め
に

町
畏

み
主
さ
ん
新
年
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
町
は
、
こ
と
し
開
法

八
」l
周
年
、
町
政
地
行
三
十
周
年
を
迎

え
る
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
今
日
は
八

十
年
の
あ
ゆ
み
の
な
か
で
ご
苦
労
な
さ

っ
た
み
な
さ
ん
と
昔
ぱ
な
し
ゃ
仰
び
印

く
町
づ
く
り
の
た
め
の
』

zu凡
な
ど
を

お
聞
か
せ
刷
聞
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
色
つ
や
が
よ
い

岩
間
さ
ん
は
高
齢
者
健
康
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
場
し
た
だ
け
あ
っ
て
お
元
気
で

す
ね
、
今
年
で
何
歳
に
な
り
ま
し
た
。

岩
間

私
も
し
ら
ず
し
句
ず
に
八
ー

を
こ
し
ま
し
た
。
明
治
二
十
六
年
で
す

か
ら
八
十
凶
哉
。
大
正
十
二
年
に
今
令

に
来
て
#
十
五
年
に
も
な
り
ま
す
。

と
古
い
て
あ
り
二
階
建
の
家
も
あ
る
。

「
サ
レ
L

と
い
う
指
導
者
』
人
を
頼
ん

で
堀
っ
た
時
代
だ
か
ら
日
光
東
開
山
に

砂
金
を
送
っ
た
頃
の
図
簡
で
は
と
思
う。

機
長
そ
の
よ
う
な
抗
屯
な
図
面
は

砂
金
町
歴
史
と
し
て
も
町
で
保
存
し
て

お
き
た
い
で
す
ね
。

い
て
帰
イコ

た

て
州
っ
て
き
た
。

町
長
八
雲
か
ら
白
山
続
山
町
道
路

は
‘
明
治
三
十
四
年
に
聞
か
れ
八
当
方

市
か
ら
毎
年
一二
月
か
り
瀬
棚
万
耐
の
練

場
に
出
稼
ぎ
す
る
人
が

二
百
人
ほ
ど
い

て
、
夜
通
し
歩
い
た
そ
う
で
す
が
。

宗
像

国
縫
!
瀬
棚
川
に
小
西
民
政

さ
ん
の
乗
合
同
1
4が
走
っ
た
の
は
明
治

凶
十
三
年
頃
、
昭
和
四
年
に
凶
縫
花

石
川
の
鉄
道
が
開
通
し
た
。

ー
岩
間
さ
ん
は
、
本
町
の
助
産
婦
第
一

号
と
い
う
ニ
と
で
ご
苦
労
さ
れ
た
と
思

い
ま
す
が

。

岩
間

助
産
制
を
開
業
し
て
凶
十
七

年
間
あ
ち
こ
ち
を
走
リ
廻
り
ま
し
た
が
、

開
業
当
時
町
田
舎
の
お
障
は
出
始
的
で
、

驚
い
た
も
の
で
す
。
お
産
を
無
事
に
終

曽
我
我
井
私
は
、
こ
の
正
月
で
八
十

段
。
七
十
古
来
ま
れ
主
り
と
い
う
こ
と

を
教
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
十
年
も
、
つ

け
た
し
あ
わ
せ
者
と
思
っ
て
い
ま
す
。

十
歳
町
時
汁
羽
か
ら
米
て
七
十
年
で
す
。

宗

像

私

は
明
治
二
十
八
年
生
ま
れ

で
八
十
二
歳
。
小
さ
い
時
札
帆
に
行
き

八
つ
内
と
き
尖
利
河
に
，
L
T

校
が
で
き
た

の
で
す
φ
単
に
い
州
っ
て
き
ま
し
た
。

町
長

い
や
あ
l
み
な
さ
ん
は
、
広

か
ら
み
て
も
顔
の
色
つ
や
も
よ
く
耳
も

し
っ
か
り
し
て
八

1
必
と
は
思
わ
れ
な

い
他
康
そ
の
も
の
で
す
ね
。
私
は
六
十

五
訟
で
そ
ろ
そ
ろ
老
人
ク
ラ
ブ
の
仲
間

入
り
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
(
笑
)

職
長
町
長
と
同
じ
今
金
態
で
、
大

正
五
年
生
ま
札
、
や
っ
と
還
暦

〈
こ
よ

み
は
六
十
年
で

一
副
り
す
る
〉
を
迎
え

宗像朝司さん

ら
し
て
お
湯
の
問
迫
を
航
ん
だ
時
、
ー
引

け
物
柿
を
持
つ
で
き
た
り
し
ま
し
て
、

小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん
を
た
て
て
使
っ
た
り

h
け
ん
脱
脂
綿
、
さ
ら
し
主
ど
は
ま

っ
た
〈
な
く
、
み
ん
な
持
参
し
た
も
の

で
す
。
出
産
の
姿
勢
も
判
均
な
い
の
か

川
市
り
板
に
捕
を
か
け
て
ウ
ナ

っ
て
い
た

こ
と
が
あ
り
鰐
き
ま
し
た
。

機
長
昔
は
資
絡
の
あ
る
助
産
U
聞を

Mm
む
家
は
す
く
な
く
、
地
域
に
取
り
あ

げ
婆
あ
さ
ん
が
い
た
り
し
て

岩

間

弘

が
行
く
と
品
ず
い
ま
し
た

よ
。
そ
の
郎
度
、
応
急
手
当
法
や
術
生

而
を
教
え
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
民
家

は
す
く
近
く
だ
か
ら
と
い
う
が
、
い
つ

も
速
い
の
で
凶
り
ま
し
た
よ
。
ん
を
は
同

そ
り
に
来
せ
ら
れ
‘
と
く
に
、
私
は
産

婦
に
心
配
か
け
ま
い
と
し
て
よ
く
走

っ

て
行
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
で
し
ょ
う

か
、
こ
う
し
て
健
康
で
い
ら
れ
る
の
は
。

町
長

そ
う
で
す
ね
。
れ
い
人
も
年

寄
り
も
身
体
を
品
川
か
す
の
が

一
番
よ
い
。

岩
聞

な
ん
せ
忙
が
し
く
苦
労
し
ま

し
た
が
、
道
長
官
か
ら
公
設
産
婆
の
認

i
 

可
を
受
け
、
年
に
六
百
円
の
お
金
を
別

だ
き
三
百
円
を
役
場
に
寄
付
し
た
も
の

で
す
よ
。
市
恨
の
応
診
が
一
番
?
句
〈

た
と
し
に
な
り
ま
し
た
。
出
席
の
的
H

我

〕

井
さ
ん
町
あ
と
を
受
け
今
年
で
議
長
二

付

期
目
。
八
十
周
年
は
開
拓
さ
れ
た
先
人

先
輩
の
ご
苦
労
、
ご
努
力
的
つ
み
か
さ

ね
で
今
目
的
今
金
が
で
き
、
そ
の
あ
と

を
つ
ぐ
者
と
し
て
責
任
町
並
大
さ
を
認

識
し
な
が
ら
町
政
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

町
長

町
内
に
は
ま
だ
多
数
町
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
お
り
、
本
町

八
十
年
内
あ
ゆ
み
に
あ
た
り
心
か
ら
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

砂
金
堀
り
の
地
図
が
あ
る

ー
い
ま
か
ね
の
あ
ゆ
み
の
は
じ
ま
り
は

寛
永
+
一
、

二
年
頃

(
一
六
三
五
年
)

砂
金
を
採
取
し
た
の
が
、
本
町
の
草
創

と
い
わ
れ
ま
す
が
。

町
長

町
史
で
は
、
安
政
年
間
に
箱

館
奉
行
が
鉱
山
開
発
の
た
的
美
利
河
、

花
石
に
役
所
を
泣
い
た
と
あ
る
が
。

宗
像

明
治
二
十
九
年
こ
ろ
イ
ギ
リ

ス
人
的
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
い
う
人
が
経
営

し
て
い
た
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
が
全
雌
で
、

ひ
と

つ
き
り
二
千
人
ほ
ど
の
坑
内
外
夫

が
働
い
て
い
た
。
そ
の
人
が
国
縫
ま
で

鉄
レ

l
ル
を
敷
い
て
大
々
的
に
馬
鉄
と

い
ヲ
名
称
で
鉱
石
を
運
ん
だ
。

議
長
そ
の
頃
ト
ン
ネ
ル
は
ど
う
で

し
た
か
。

宗
像

}
ン
ネ
ル
は
な
〈
防
に
来
せ

た
り
し
て
山
越
え
L
.
今
の
茶
屋
川
内

玉
川
さ
ん
が
肘
る
と
こ
ろ
に
一
日
二
回

水
上
き
ん
の
ハ
イ
ヤ
ー
が
走
る
頃
は
助

か
リ
ま
し
た
。

融
長
昔
は
交
通

L
不
便
で
大
変
で

し
た
で
し
ょ
す
。

岩
間

制
削
捌
叫
が
開
通
し
て
も
美
利

河
へ
行
く
の
に

一
日
が
か
り
で
、
鉱
山

の
ト
ロ
ソ
コ
に
来
せ
ら
れ
て
お
そ
ろ
し

か
っ
た
こ
と
も
ご
さ
い
ま
す
。

麦
と
ト
ウ
キ
ビ
が
主
食

岩間キサさん

ー
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
ふ
り

か
え
っ

τな
に
か
。

宗
像

七
十
年
前
は
回
が
な
く
変
と

王
食
は
ト
ウ
キ
ビ
を
食
べ
た
。

ー
ウ
キ

ピ
は
あ
ご
が
だ
る
く
主
っ
て
い
つ
も
版

い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
な
い
。

(
笑
)
ご

馳
走
は
ソ
パ
き
り
で
し
た
ね
。

岩
間
街
町
人
達
も
大
変
な
よ
う
で

し
た
よ
。
お
米
は
向
い
し
ヒ
エ
の
ご
飯

を
食
べ
て
い
ま
し
た
。
私
は
玉
子
二
個

位
を
食
事
的
替
り
に
し
た
こ
と
も
。

町
長

神
丘
で
一
番
最
初
に
水
田
が

で
き
た
の
は
何
年
ご
ろ
で
す
か
ね
。

曽
我
井
大
正
五
年
頃
天
沼
さ
ん
が

水
稲
を
つ
く
っ
た
ら
し
い
が
、
大
正
九

年
に
か
ん
が
い
用
水
が
で
き
た
。
当
時

は
大
豆

一
依
が
二
円
五
十
銭
位
い
で
、

そ
れ
で
補
助
も
借
入
れ
も
し
な
い
で
用

水
を
白
羽
で
つ
く
っ
た
。
先
人
は
違
い

と
思
い
ま
す
ね
。

宗
像

昔
は
、
米
が
九
円
低
で
大
豆

が
三
円
二
十
銭
。
私
は
大
豆
を
作
っ
て
〕

米
を
口
つ
に
は
採
坊
が
あ
わ
な
く
五
年

日



で
お
手
あ
げ
し
た
こ
と
が
あ
る
。

曾
我
井
農
業
の
町
で
あ
る
本
町
は

も
う
壁
に
よ
っ
か
っ
て
い
る
と
心
配
し

て
い
る
。
そ
れ
は
馬
鈴
薯
内
問
題
で
す

が
、
今
年
は
昨
年
の
半
値
で
赤
字
だ
赤

で
生

ん
占

e定井我曾

字
だ
と
こ
ぼ
し
て
い
る
。
北
海
道
で
生

産
す
る
馬
鈴
薯
は
澱
粉
原
料
が
八
割
で

食
用
い
も
が
二
割
、
私
の
時
代
は
澱
粉

用
に
紅
丸
を
作
っ
て
い
た
が
、
紅
丸
に

変
っ
て
男
隅
に
劣
ら
な
い
農
林
一
号
な

ど
の
新
種
が
改
良
さ
れ
、
食
用
市
場
に

流
れ
、
食
用
専
門
的
今
金
男
爵
は
た
ま

ら
な
い
。
で
す
か
ら
今
年
も
安
け
れ
ば

売
れ
る
が
高
値
は
望
ま
れ
な
い
。

岩

間

毎

年
東
京
に
行
き
ま
す
が
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
高
い
で
す
よ
。

一
個
三

十
同
か
ら
五
十
円
で
す
。
北
見
産
と
か

今
金
産
も
あ
り
、
今
金
産
を
尽
っ
。

機
長
今
年
は
馬
鈴
薯
も
野
菜
も
盟

作
で
‘
市
場
は
み
ん
な
安
い
訳
で
す
。

曾
我
井
函
館
の
知
人
は
一
町
六
反

大
根
を
作
り
六
反
は
売
っ
た
が、

一
本

十
円
に
も
売
れ
な
い
か
ら
一
町
分
は
土

に
い
け
て
あ
る
。
そ
れ
が
み
ん
な
そ
う

や
っ
て
い
る
と
い
う
。

町
長
現
在
、
農
業
経
官
の
拡
大
と

し
て
東
部
地
区
に
四
百

P
の
畑
地
開
発

を
や
ろ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
農

家
も
新
し
い
角
度
で
其
剣
に
農
業
を
考

え
て
も
ら
わ
な
く
て
は
、
む
づ
か
し
い

問
題
ば
か
り
で
す
か
ら
ね
。

曾
我
井
畑
作
町
人
は
、
こ
と
し
の

作
付
に
迷
っ
て
い
ま
す
。
農
協
で
も
極

い
も
を
配
給
し
て
い
る
が
返
上
が
多
く

図
っ
て
い
る
。
馬
鈴
薯
を
や
め
て
何
を

作
る
か
。
大
豆
は
二
千
円
位
向
奨
励
金

が
あ
る
ら
し
い
が
三
俵
で
も
三
万
円
位

で
小
豆
町
一
俵
分
。
や
っ
ぱ
り
牛
が

一

番
よ
い
の
で
は
な
い
か
ね
。

町
長
特
産
物
で
も
収
入
に
つ
な
が

ら
な
く
て
は
な
ん
に
も
な
ら
な
い
。

高

校

の

統

合

は

大

失

敗

ー
お
話
は
っ
き
ま
せ
ん
が
、
行
政
関

係
や
町
に
対
す
る
要
望
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
。曾

我
井
長
い
帯
以
生
活
を
振
り
返

っ
て
取
り
返
し
の
き
か
な
い
大
き
な
失

敗
を
し
た
と
尽
つ
こ
と
は
楠
山
北
高
内

統
合
で
す
。
昭
和
二
十
三
年
に
今
金

高
校
を
道
立
に
移
管
す
る
際
、
北
柏
山

と
ど
れ
だ
け
競
走
し
た
か
を
考
え
る
と

楠
山
北
高
町
統
合
は
あ
ま
か
っ
た
。
当

初
神
丘
に
な
る
と
欲
を
お
こ
し
基
本
的

に
統
合
に
質
成
し
た
が
、
瀬
棚
の
機
長

の
丹
羽
予
定
地
な
ら
賛
成
と
す
る
策
で

三
対
一
で
負
け
て
し
ま
っ
た
。
今
に
な

っ
て
考
え
る
と
、
現
在
、
百
七
十
円
道

立
高
校
が
あ
る
内
三
分
の
一
の
学
校
は
、

生
徒
が
五
百
人
以
下
だ
と
い
う
。
今
金

は
当
時
六
百
人
位
い
た
の
で
す
か
ら
、

立
派
に
独
立
高
校
的
資
格
が
あ
っ
た
。

地
元
で
あ
れ
ば
歩
い
て
通
学
で
き
る

生
徒
が
三
百
人
ほ
ど
い
る
。
通
学
費
に

最
低
三
万
向
か
か
る
と
い
う
か
ら
三
百

人
で
九
百
万
円
が
木
久
に
か
か
る
。
こ

れ
は
大
き
い
で
す
よ
。
北
柏
山
市
街
地

' 

抵
の
選
ん
だ
道

毎
年

一
月
十
五
日
の
成
人
的
日
に
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
て
い
る
N
H
K

青
年
同
主
張
全
国
大
会
内
函
館
地
区
子
選
は
、
昨
年
十
一
月
十
四
日
、

道
南
か
ら
十
四
名
が
参
加
し
て
函
館
放
送
局
で
開
か
れ
、
今
金
町
内
上

田
喜
三
男
さ
ん
(
白
石

・
2
歳
農
業
)
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

惜
し
く
も
全
道
大
会
に
は
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
本
町
か
ら
初

出
場
で
入
賞
し
た
健
厨
を
た
た
え
、
そ
の
主
張
を
紹
介
し
ま
す
。

第
幻
回
N
H
K喜三男さん上回

私
は
現
在
、
水
田
を
中
心
に
肉
牛
を

取
り
入
れ
た
複
合
経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
長
男
の
兄
が
、
七
年
前
に
農
業
以

外
的
職
業
に
進
ん
だ
た
め
、
小
さ
い
時

か
ら
よ
く
家
の
手
伝
い
し
て
い
た
私
は

ご
，
、
自
然
に
農
業
で
生
き
よ
う
と
心
に

決
め
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
な
の
で
、
農
業
高
校
を
卒

業
す
る
頃
に
は
、
農
業
に
対
す
る
悲
観

的
な
考
え
方
は
無
縁
な
も
の
に
思
え
る

ほ
ど
将
来
へ
の
夢
や
希
望
は
多
く
、
そ

れ
は
、
自
分
の
努
力
い
か
ん
で
は
、
実

現
の
可
能
性
も
大
き
く
広
が
る
も
の
と

信
じ
て
い
ま
し
た
。

青
年
の
主
張
か
ら

し
か
し
、
現
実
、
土
に
接
す
る
生
活

は
、
私
が
予
想
し
た
以
上
に
厳
し
〈

安
易
に
私
的
夢
を
か
な
え
て
は
〈
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
心
の
や
す

ら
ぎ
を
読
書
や
友
に
求
的
、
若
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
青
年
会
活
動
や
学
習
活
動
に

向
け
て
い
た
の
で
し
た
。

し
か
し
、
私
的
ま
わ
り
に
は
、
私
よ

り
も
、
悪
条
件
町
中
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
青
年
と
し
て
も
、
農
民
と
し

て
も
、
心
に
ゆ
と
り
の
あ
る
生
き
方
を

し
て
い
る
仲
間
の
多
い
こ
と
を
知
る
に

つ
れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、
私

は
農
民
と
し
て
の
何
か
大
切
な
も
の
を

忘
れ
て
い
る
め
で
は
な
い
か
と
考
え
、

現
実
的
農
業
向
厳
し
き
か
ら
逃
避
し
て

い
た
自
分
的
弱
き
を
.
ま
た
、
私
を
そ

う
さ
せ
て
い
た
も
の
に
つ
い
て
深
く
反

省
し
は
じ
め
た
の
で
す
。

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
、
今
年
同
凶
作

は
大
き
な
教
訓
と
も
な
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
は
、
私
に
人
閉
め
力
を
越
え
た

自
然
界
的
厳
し
さ
を
感
じ
き
せ
る
反
面

の
人
も
失
敗
し
た
と
い
う
。
お
互
い
に

統
合
し
な
い
と
い
え
ば
良
か
っ
た
。
か

え
す
が
え
す
も
残
念
と
後
悔
し
て
ま
す
。

町
長
広
域
消
防
組
合
も
、

一
一
組
合

で
も
め
ま
し
た
が
、
結
局
、

一
組
合
に

な
っ
た
。

岩
間
北
格
山
町
に
は
母
子
健
康
セ

ン
タ
ー
と
い
う
お
産
施
設
が
あ
り
ま
す

が
、
地
元
に
な
い
の
で
み
な
き
ん
不
便

だ
と
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
が
。

町
畏

若
い
主
婦
な
ど
か
ら
要
望
さ

れ
て
お
り
、
町
と
し
て
も
い
ろ
い
ろ
考

慮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歯
科
を
国
保

に
設
置
し
て
ほ
し
い
と
い
う
問
題
も
あ

り
ま
す
が
、
国
保
病
院
の
改
築
計
画
と

医
師
の
確
保
に
よ
り
解
決
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

我
が
家
で
は
、
今
ま
で
に
な
く
収
量
L

h
y
な
く
質
的
必
い
米
し
か
生
産
す
る
-
}

と
が
出
来
主
か

っ
た
と
い

う
こ
と
を
、

素
直
に
反
省
さ
せ
て
く
札
た
か

い
り
で
す
。

以
前
向
犯
な
ら
ば
こ
の
間
凶
を
経

済
的
る
減
収
と
し
て
し
か
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
今

は
迎
い
ま
す
。
恥
は
、
民
止
を
あ
い
り
ゆ

る
人
々
の
生
活
的
以
占

と
も
考
え
、

よ

り
安
全
に
、
よ
り
硝
災
に
量
よ
り
も

質
と
い

っ
た
山
山
口
者
の
立
場
に
立

っ
た

生
産
を
す
べ
き
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ

て
い
た
だ
け
に
、
今
年
の
結
果
が
逆
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
、
私
の
努
力

向
足
り
な
さ
を
痛
感
す
る
と
と

L
に、

心
は
毘
く
な
る
ば
か
り
だ

っ
た
の
で
す

し
か
し
、
い
ま
恥
は
こ
の
教
訓
を

我
が
家
的
反
行
と
し
て
、
ま
た
、
似
の

生
慌
の
課
題
と
し
て
し

っ
か
り
と
受
け

と
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
主

句
主
い
と

い

っ
新
た
主
意
欲
に
燃
え
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
た
的
に
も
.
専
門
的
な
知
識

を
更
に
向
的
て
ゆ
く
こ
と
は
も
と
よ
り

父
た
ち
の
長
い
経
験
と

一
紡
に
な
り
、

私
版
み
ん
な
で
我
が
家
の
料
治
に
汁
す

る
取
り
く
み
方
を
考
え
介
。
お
そ
一
ヲ
と
し

て
い
る
の
で
す
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
賀
町
惑
い
米

町
原
凶
が
、川
中
に
気
象
条
件
や
立
地
条

何
だ
け
の
間
組
と
し
て
と
ら
え
る
だ
け

で
な
く
、
我
が
家
的
水
聞
の
地
力
そ
の

も
の
や
、
州
M
薬
や
除
草
剤
、
ま
た
、
機

械
移
髄
な
ど
に
よ
る
影
緋
か
、
更
に
稲

的
成
育
を
遅
」
り
せ
た
の
で
は
な
い
か
と 畏

曾

我

井

年
寄
り
な
っ
て
み
な
い
と

年
寄
り
の
気
持
は
判
ら
な
い
と
い
い
ま

す
が
、
私
も
老
人
ク
ラ
ブ
で
み
な
さ
ん

の
話
し
を
聞
く
な
か
で
、
「
年

一
田
町
大

会
で
よ
い
講
師
の
話
し
を
聞
く
が
、
よ

い
話
は
今
町
王
婦
に
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

と
い
う
」
昔
と
迫
っ
て
し
ゅ
う
と
の
権

威
は
か
な
り
お
ち
て
い
る
。
や
は
り
愛

情
を
も
っ
て
年
寄
り
を
い
た
わ
っ
て
や

れ
と
い
う
こ
と
は
、
婦
人
会
あ
た
り
で

充
分
諾
し
を
し
て
も
ら
も
つ
必
要
が
あ
る
。

総
合
体
育
館
で
何
か
や
る
と
い
っ
て
も

神
丘
は

一
番
近
い
が
、
他
は
速
い
の
で

参
加
し
な
い
。

組
長
昨
年
体
育
館
で
の
老
人
の
レ

ク
レ

l
シ
ョ
ン
大
会
は
大
変
楽
し
か
っ

た
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
年

一
回
ぐ
ら

い
は
良
い
と
思
い
ま
す
。

曾
我
井
森
町
内
濁
川
温
泉
で
は
、

月

一
回
老
人
に
無
料
で
開
放
し
、
町
内

車
が
送
迎
し
て
い
る
と
い
う
。
神
丘
で

も
今
年
、
教
委
の
パ
ス
で
町
内
視
察
を

し
な
が
ら
ム
と
ろ
荘
に
遊
び
に
行
っ
た

が
、
み
ん
な
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

機
長
老
人
の
対
応
の
方
法
で
す
が
、

経
済
的
な
問
題
や
精
神
的
な
面
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
社
会
教
育
的
充
実
と

一

般
家
庭
で
も
同
じ
で
す
が
与
乙
方
が
変

ら
主
い
と
介
。
か
主
か
容
易
で
な
い
。

町
長

各
地
域
の
集
会
施
設
も
年
次

ご
と
に
整
備
し
、
今
年
は
八
東
地
区
に

生
活
改
普
セ
ン
タ
ー
を
新
築
し
、
五
十

三
年
に
は
白
石
地
区
も
実
現
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
体
育
振
興
の

町端河

い
う
考
、
え
も
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
段
取
経
済
も
の
む
の
が

2

辿
に
近
代
化
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
よ

う
と

い
う
も
の
で
は
主
〈
、
そ
の
こ
と

に
よ

っ
て
、
ル
午
前
や
作
物
や
土
そ
の

L

め
に

心
を
こ
め
て
持
す
る
と
い
う
‘
股

民
と
し
て
の
心
そ
の
も
の
ま
で
が
金
銭

的
主
も
の
で
間
断
し
が
ら
に
な
り
つ
つ

あ
る
こ
と
へ
の
反
省
主
の
で
し
た
。

今
日
の
我
が
家
が
、
水
凶
九
わ
仰
、
円
十

地
、
畑
地
五
じ
ひ
と
辿
り
の
機
械
化

体
系
や
施
ぷ
設
備
が
と
と
の
い
、
経
営

基
継
が
確
立
さ
れ
て
い
る
の
も
、
七
↓

午
に
止
ぷ
我
が
家
的
経
史
が
あ
る
か
ら

で
あ
り
、
こ
こ
ま
で
築
き
あ
げ
て
き
て

く
れ
た
父
母
た
ち
に
尊
敬
と
感
湖
町
気

持
ち
を
い
だ
か
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

日
払
は
、
こ
の
我
が
家
的
隆
史
を
守
り

続
け
て
行
く
こ
と
へ
の
意
義
的
深
さ
と

幸
せ
を
し
み
じ
み
と
感
じ
て
い
る
の
で

す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
こ
と
が
#

に
個
人
的
立
利
益
の
迫
求
だ
け
に
走
る

こ
と
な
く
、
内
悦
楽
町
社
会
的
役
訓
を
主

概
し
た
続
出
を
続
け
て
行
く
た
め
に
は

こ
れ
か
ら
も
厳
し
い
現
実
と
多
く
の
訓

越
と
を

一
つ
ず
つ
克
服
し
て
行
か
な
け

れ
ば
主
ら
な
い
と
党
惜
し
て
お
り
ま
す
。

品
に
と

っ
て
む
、
永
遠
の
テ
!
?
と

も
い
え
る

「生
き
る
こ
と
の
川
他
」
と

「人
川
と
し
て
の
点
的
世
か
さ
と
は
何

か
し
を
‘
私
は
、
み
せ
か
け
の
盟
か
さ

に
ま
ど
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、内
同
業
町

中
に
私
的
追
を
末
的
続
け
て
行
く
の
で

す
。

た
め
に
部
落
の
人
も
市
街
地
に
出
向
い

て
こ
れ
る
よ
う
に
ス
ポ
ツ
巡
回
車
を

走
ら
せ
る
考
え
も
あ
り
ま
す
の
で
、
健

康
づ
く
り
を
大
い
に
進
め
て
ほ
し
い
。

総
長
談
会
の
立
場
で
は
、
住
民
の

意
志
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る
機
関
で
す

が
、
談
会
に
対
し
て
の
要
望
は
す
く
な

い
。
反
省
し
て
み
て
、
こ
れ
は
議
会
機

能
を
十
分
発
揮
さ
れ
て
な
い
の
で
は
な

( 6 ) 

畏鵬野今

い
か
と
思
う
。
住
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
を

把
握
し
な
が
ら
最
善
の
努
力
を
し
ま
す

の
で
先
読
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

曾
我
井
私
は
こ
う
思
う
。
我
々
子

ど
も
に
物
を
買
っ
て
や
る
時
に
、
子
ど

も
が
何
を
ほ
し
が
っ
て
い
る
か
、
子
ど

も
に
せ
が
ま
れ
な
く
て
も
判
る
親
が
か

し
こ
い
親
心
で
す
ね
。

(
笑
)

町

長

こ

れ
は
厳
し
い
ご
意
見
で
恐

縮
し
ま
す
が
電
な
ん
せ
財
布
は
み
な
さ

ん
に
握
ら
れ
て
い
る
の
で
ど
う
も
。
(
笑
)

ま
あ
、
町
民
み
な
さ
ん
の
ご
要
望
に

そ
え
る
明
る
い
町
づ
く
り
を
進
め
ま
す

の
で
、
ど
し
ど
し
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

ー
た
い
へ
ん
熱
心
主
話
し
合
い
で
、
ま

だ
意
見
も
晶
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

へ
ん
で
終
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

20歳になったら国民年金に加入しよう

※保険料(定額分)月 1，400円(4月から 2，200円)

(附加年金分)月 400円

※年金は65歳から支給きれます。

Oサ ラリー7 ンの奥きんは希望により加入できます。

(7) 



血一旦

寿

国

問

題

を

振
り
返
ザフ

て

昨
秋
頃
か
ら
年
末
近
く
ま
で
笠
奔
闘
の
建
設
に
絡
ん
だ
町
補
助
金
、
役

買
の
寄
付
金
の
こ
と
等
で
巷
の
噂
が
取
り
抄
枕
さ
れ
た
り
、
新
聞
報
道
で

絞
ま
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

事
実
、
町
議
会
で
際
組
と
な
り
特
別
委
只
会
で
笑
怖
が
究
明
さ
れ
、
こ

の
結
果
不
正
事
実
は
な
い
が
行
政
執
行
上
向
問
題
占
を
指
摘
さ
れ
た
結
果

昨
年
十
二
月
の
定
例
議
会
に
於
て
町
長
は
陳
謝
し
正
副
議
長
は
遺
憾
の
意

の
所
信
表
明
を
行
っ
て
、
町
と
し
て
は
こ
の
問
題
に
終
止
符
を
打
ち
ま
し

た
。
で
は
こ
ん
な
事
態
に
何
故
?
、
原
因
、
経
過
、
結
末
等
に

つ
い
て

鋭
明
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

-

問

題

の

焦

点

州品
野
閣
の
建
設
賀
町
内
、
役

U
九
名

の
名
義
の
寄
付
金
合
計

一
千
八
百
五
十

万
円
は
、
町
補
助
金
で
充
当
さ
れ
て
い

た
こ
と
(
府
代
り
)。

寄
付
金
が
役
口
町
自
己
資
金
で
な
く

公
費
で
あ
る
町
補
助
金
を
使
っ
て
な
さ

れ
た
の
は
お
か
し
い
で
は
な
い
か
、
と

い
う
疑
問
、
指
摘
で
あ
り
ま
す
。
尤
も

で
す
。
表
面
上
円
形
向
上
か
ら
の
金
の

流
れ
を
見
れ
ば
.

事
実
は
ど
う
な
の
か
?
。

結
論
を
端
的
に
申
す
と
、
役
貝
が
出

市
却
さ
が
い
ち
だ
ん
と
厳
し
く
な
り
、

梢
官
や
路
面
的
凍
結
に
よ
っ
て
ス
リ
ッ

プ
に
よ
る
迫
突
、
横
転
な
ど
の
交
通
事

故
が
起
き
て
い
ま
す
.
と
く
に
、
こ
と

し
は
天
候
異
変
で
暖
気
や
集
中
降
雪
の

た
め
、
車
の
窓
ガ
ラ
ス
が
く
も
っ
た
り
、

前
方
的
視
界
が
悪
く
、
対
向
車
と
の
正

面
衝
突
な
ど
、
直
接
死
亡
事
故
や
大
き

な
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
歩
行
者
は
防
寒
衣
を
身
に

つ
け
て
い
る
た
め
、
動
き
が
に
よ
く
な

っ
た
り
、
耳
を
ふ
さ
い
で
い
る
た
め
阜

の
接
近
に
気
が
つ
か
な
く
、
歩
行
車
被

害
の
交
通
事
故
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
金
町
で
は
、
と
く
に

一
月
l
三
月

に
夜
通
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
お
互
い

に
次
の
こ
と
を
守
っ
て
交
通
事
故
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。
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4. 

し
た
形
の
寄
付
金
は
、
盟
寿
国
を
社
会

福
祉
法
人
(
法
人
と
略
称
)
立
で
控
語
、

連
川
市
す
る
た
め
、
ま
ず
法
人
設
立
の
認

可
を
厚
生
大
臣
か
ら
得
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
法
人
設
立
認
可
条
件
の

一
つ
に
役
只
寄
付
の
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
「
便
法
」
と
し
て
、
町
補
助
金
の

一

部
を
役
n
H
の
寄
付
円
形
に
変
え
た
沢
で

す。
-
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
便
法

を
と
つ
だ
の
で
し
ょ
う

こ
れ
に
は
次
の
い
き
さ
つ
が
あ
っ
た

か
ら
で
す
。

l' 
意
をを逮滅でキレブンジンエは坂下

マ
雷
路
で
の
急
発
進
、
急
ブ
レ
ー
キ
、

急
ハ
ン
ド
ル
は
非
出
に
危
険
で
す
。

自
動
車
は
思
わ
ぬ
方
向
に
動
き
ま
す

の
で
、
安
全
な
速
度
と
方
法
で
運
転

し
て
く
だ
さ
い
。

守
道
路
の
両
側
に
哲
が
揃
っ
て
い
る

と
き
は
、
見
透
し
が
大
変
悪
く
な
り

か
げ
か
ら
、
歩
行
者
や
子
ど
も
の
ソ

ー

昭
和
四
十
八
年
四
月
、
町
は
福
祉
対

策
向
上
の
一
環
と
し
て
現
在
の
虫
寿
国

を
町
立
で
建
設
す
る
計
画
を
樹
て
ま
し

た
@
以
来
、
先
進
市
町
村
の
公
私
的
地

殻
を
調
査
検
討
し
て
い
く
う
ち
に
、
国

保
病
院
の
よ
う
に
「
町
立
」
で
建
設
迎

首
し
て
い
く
よ
り
も
「
法
人
」
立
で
建

放
し
、
運
話
す
る
ほ
う
が
町
と
し
て
は

二
大
利
点
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
に
い

た
り
ま
し
た
。

一
点
は
、
建
語
曲
目
(
約
二
億
円
)
円

資
金
と
し
て
‘
国
山
口
等
補
助
金
と
融
資

制
度
が
あ
り
、
銭
不
足
分
約
三
千
三
百

万
円
(
物
価
上
射
で
後
で
は
約
二
倍
)

が
町
費
で
賄
う
計
算
で
し
た
が
、
町
立

で
な
く
法
人
立
に
す
る
と
、
融
資
が
大

幅
増
と
な
る
た
め
、
町
山
口
(
補
助
金
)

が
半
額
で
済
む
凡
込
。

ニ
点
と
し
て
、

町
立
で
建
設
す
る
と

将
来
多
数
の
町
職
只
を
委
し
身
分
保
証

の
問
題
や
管
理
運
当
の
面
で
答
易
で
な

い
と
予
恕
さ
れ
ま
す
。

只
、
光
の
旦
と
迎
い
民
聞
か
ら
慌
り

上
っ
た
も
の
で
な
く
、
町
行
政
的
一
環

と
し
て
法
人
的
姿
形
を
借
り
る
こ
と
が

必
要
で
色
々
な
手
順
や
絞
維
な
事
務
作

業
が
伴
い
ま
し
た
。

繰
り
返
え
し
ま
す
。
町
が
建
設
す
る

が
、
制
度
、
形
式
上
法
人
の
形
で
進
め

た
の
で
す
。
従
っ
て
四
十
九
年
三
月
に

法
人
設
立
総
会
を
肉
悩
す
る
に
当
っ
て

も
、
そ
の
母
胎
と
な
る
発
起
人
約
数
十

名
は
、
町
長
、
問
師
長
述
名
で
各
団
体
、

各
層
の
方
に
依
嘱
し
、
役
只
を
選
出
し

リ
が
飛
び
出
す
こ
と
を
干
測
し
、
徹

叩

底
し
た
安
全
確
認
と
、
あ
ら
か
じ
め
一

速
度
を
落
し
て
の
安
全
な
通
行
を
し

一

て

く

だ

さ

い

・

一

マ
幼
児
や
小
学
生
内
路
上
遊
び
は
危
一

険
で
す
。
と
く
に
、
ス
キ
ー
や
ソ
リ

一

で
遊
ん
で
い
る
千
ど
も
が
い
た
ら
、

や

め

さ

せ

ま

し

ょ

う

。

一

少
年
の
非
行
防
止

一

冬
休
み
に
な
り
ま
す
と
、

子
ど
も
た

一

ち
の
生
活
は

d
肘
政
感
作

d同
の
ゆ
る
一

A
U
が
重
な
っ
て
非
行
に
つ
な
が
る
場
一

合
が
多
く
な
り
ま
す
。

一

子
ど
も
に
対
す
る
思
い
舟
り
と
、
過
一

保
温
は
違
い
ま
す

L
・
信
頼
す
る
こ
と

一

J

っ
ち
の
干
に
版
っ
て
仰
に
代
表
さ
れ
一

る
百
目
的
え
こ
ひ
い
き
的
愛
情
と
は
‘

一

ま

っ

た

く

別

の

も

の

で

す

。

一

接
触
時
閉
め
多
い
冬
休
み
中
こ
そ
‘

一

子
ど
も
た
ち
と
よ
く
商
し
合
い
‘
な
ん

一

で
も
よ
く
相
談
し
あ
え
る
家
庭
環
境
を

一

っ
く
り
ま
し
ょ
う
一

。

一

て
も
ら
い
ま
し
た
。
厚
生
大
臣
宛
の
法

人
設
立
認
可
申
的
事
務
も
町
所
管
課
で

進
め
た
の
で
す
。

ま
た
、
当
扶
こ
れ
に
前
後
し
て
町
理

事
者
は
機
会
、
磯
良
協
議
会
、
給
問
委

只
会
、
法
人
役
貝
会
等
で
遂
次
こ
の
聞

の
事
情
、
考
え
方
、
更
に
補
助
金
計
上
等

に
つ
い
て
提
案
説
明
を
し
て
議
決
、
了

放
を
得
て
い
ま
す
。

従
っ
て
法
人
役
只
個
々
の
方
々
に
も
、

経
済
的
に
負
担
を
か
け
な
い
旨
も
言
明

し
て
お
り
ま
し
た
。

-
法
人
認
可
条
件
の
行
政
指

導
と
町
補
助
金
、
役
員
寄

借
金
の
関
連
に
つ
い
て

法
人
設
立
認
可
事
務
の
段
階
で
‘
認

可
条
件
の
一
つ
と
し
て
総
事
業
質
的
約

一
割
程
度
は
役
只
の
寄
付
が
必
要
で
あ

る
旨
の
行
政
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
然

し
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な
、
当
初

か
ら
の
い
き
さ
つ
が
あ
る
の
で
、
便
法

と
し
て
町
補
助
金
町
一
部
を
、
結
川
市
的

に
寄
付
金
円
姿
に
変
え
る
作
業
を
進
的
、

四
十
九
年
十
一
月
に
認
可
を
受
け
、
五

十
年
三
月
工
事
完
成
、
四
月
オ
ー
プ
ン

現
夜
に
い
た
り
ま
し
た
。
困
み
に
位
舟

聞
の
述
出
資
年
額
約
八
千
万
同
は
固
か

ら
の
交
付
金
で
賄
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

-
論
点
と
結
末
巳
つ
い
て

今
夏
申
す
ま
で
も
な
く
、
行
政
は
被

雑
多
岐
を
極
的
、
法
的
解
訳
運
用
も
画

本
当
の
教
育
マ
マ
さ
ん

他
人
の
前
で
も
、
わ
が
子

の
長
所
を
ほ
め
て
や
ろ
う

お
正
月
な
ど
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
来

客
や
‘
人
的
出
入
り
が
非
常
に
多
く
な

る
時
期
に
な
っ
た
が
、
日
本
人
は
昔
か

ら
人
前
で
は
自
分
的
子
ど
も
を
卑
下
し

て
隠
す
の
を
、
美
徳
の
よ
う
に
考
、
え
る

習
慣
が
あ
る
。

た
と
え
ば
、
ヘ
ヤ
に
遇
さ
れ
た
来
客

が
そ
の
家
の
子
ど
も
を
見
て
「
お
と
な

し
い
、
よ
い
お
子
さ
ん
で
す
こ
と
」
と

ほ
め
る
と
、
そ
の
母
親
は
、
「
い
い
え
、

ど
う
い
た
し
ま
し
て
、
人
さ
ま
の
前
で

は
、
こ
う
し
て
お
と
な
し
く
し
て
い
ま

す
が
、
私
が

一
人
の
時
は
、
わ
が
ま
ま

で
強
情
で
、
始
末
に
お
え
な
い
閤
り
者

で
ご
ざ
い
ま
す
よ
」
と
、
謙
遜
し
て
あ

い
づ
ち
を
い
う
と
、
客
の
ほ
う
で
は
「

一
的
に
断
定
し
尽
せ
ぬ
微
妙
且
つ
多
面
〕

、
多
様
性
を
有
し
て
居
り
ま
す
。
町
議

同

会
特
別
委
日
会
は
昨
年
十
月
八
日
よ
り

十
二
月
十
七
日
に
い
た
る
三
ヶ
月
間
、

関
係
方
面
か
ら
詳
細
な
資
料
提
出
を
求

的
、
ま
た
、
関
係
参
考
人
等
よ
り
も
事
情

を
聴
取
し
慎
重
審
議
を
尽
し
ま
し
た
。

結
果
と
し
て

一
、
昭
和
五
十
年
皮
肉

一
干
八
百
五
十

万
円
内
町
補
助
金
は
必
し
も
正
当
と

は
判
断
さ
れ
な
い
が
、
大
所
高
所
か

ら
型
車
対
図
建
設
運
営
の
た
め
に
は
止

む
を
併
な
い
も
の
と
認
め
る
。

(町
補
助
金
の

一
部
が
寄
付
金
内
形

に
す
る
こ
と
ま
で
の
内
容
は
議
決

対
象
で
な
か
っ
た
た
め
)

二
、
盟
舟
幽
の
適
切
な
連
当
の
た
め
町

の
指
噂
を
強
化
さ
れ
た
い
。

三
、
町
内
外
に
問
題
が
流
布
さ
れ
誤
解

を
招
い
た
点
で
町
理
事
者
の
買
任
と

法
人
の
前
役
只
で
あ
っ
た
議
長
、
現

役
H
H
の
刷
機
長
も
夫
々
の
立
場
で
強

く
反
省
を
求
め
た
い
と
共
に
、
当
時

の
議
只
も
反
省
自
戒
す
べ
き
で
あ
る

と
し
て
議
会
に
報
告
、
了
承
さ
れ
た
。

O

こ
の
結
果
、
町
長
は
設
会
に
於
て
陳

謝
、
正
則
限
度
は
遺
憾
の
意
を
表
し
て

こ
の
間
組
内
締
め
く
、
り
と
な
り
ま
し

た
紙
幅
と
問
題
表
現
の
困
難
性
の
た
め

意
を
つ
〈
せ
な
い
占
が
多
い
の
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
吏
に
町

民
各
位
向
町
政
に
関
す
る
深
い
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
し
て
一
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

で
も
‘
お
丈
夫
で
お
強
い
の
が
何
よ
り

結
構
で
ご
さ
い
ま
す
わ
」
と
、
お
世
締

を
い
う
。
そ
れ
に
答
え
て
母
親
は
、
「

い
い
え
、
こ
れ
で
年
中
ど
こ
が
痛
い
と

か
、
な
ん
と
か
い
う
て
泣
い
て
ば
か
り

で
、
内
べ
ん
け
い
の
意
気
地
主
し
な
ん

で
す
よ
」
と
い
う
。

こ
の
ト
せ
つ
な
会
話
は
、
干
ど
も
の
人

格
を
傷
つ
け
、
自
前
岬
心
を
そ
こ
ね
て
劣

等
時
な
だ
植
え
つ
け
る
か
ら
、
は
な
は
だ

好
ま
し
く
な
い
。

そ
れ
よ
り
は
む
し
ろ
、
来
容
が
「
す

な
お
な
よ
い
子
」
と
ほ
め
て
く
れ
た
ら

す
か
さ
ず
そ
れ
を
利
用
し
て
「
こ
の
子

は
よ
く
私
的
い
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ

て
、
い
つ
も
お
使
い
な
ど
、
早
〈
て
問

逃
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
感
心
で
す
」

と
い
っ
た
ふ
う
に
そ
の
子
の
長
所
を
取

り
あ
げ
て
、
容
の
前
で
そ
れ
を
認
め
て

や
る
く
ら
い
に
す
れ
ば
、
子
ど
も
に
と

っ
て
ど
れ
く
ら
い
励
ま
し
と
な
り
、
心

を
桜
町
世
的
に
ゆ
り
動
か
す
か
知
れ
な
い

で
し
ょ
う
。
(
神
丘
小
学
校
長
)

-水道の木敏~令お忘れな〈
1月は冷えこみがきびし〈なり

木造の諌結修理が多くなります.
お出かけのとき、おやすみ前に

は、戸じまりや火気占検とともに

必ず木造的水抜きをしま Lょう.
圃島揖基本調査に協力を

北海道や町内農業向経'i~í 英態を
明らかにし、今後における牒政略

施策に必要な基礎資料を得るため
こと Lも2月 1日現在で農業基本
鯛査が行われます.

制査の対融は、農家及び農家以

外の農薬事業体で耕地商械が10
アーノレ以上を経営する世帯と別査
J胡目前 1年1111に農業生産物の総販

売額が7万同以上ある世帯となっ
ています.

鯛3'Hlが各世帯を訪問 Lます町
で、調査の趣旨をご理解の上ご協
力願います.

.北海道立農揖大掌校の牢生募集

北海道立農業大学校は、農業を
志す背年に、農業に関する高度な

知識と技術及び経営能力を修めて

もらい、近代的農業を担ヲのにふ

さわ Lい人材を養成するために股
立されたも円です.

昭和52年皮肉船島畑作経t哲学科
を次により募集します。

b応募資格高等学校卒業者(平
業見込町者を含む)

t修業年限 1年 b応募手続は

農業改良普及所を経由して 2月 5
日までに提出する.

b経費授業料は徴収 Lませんが

浪費月額18，000同と父兄会費月額
8凹同、免許専の取得費用は実質

なお、道には研修資金15万円を限

度で貸し付ける牒業改良資金制度
があります。

提出世類等くわ Lくは農業改良

普且所か本校(中川郡本別町西仙

美里⑩仙美里局 9番)へおたずね
〈丈ゴさし、

圃 1月の 休日当番医

15日 今金町国保病院
16日富田 医院

23臼 今金町国保病院
30日岩間1 医院

・ぉニとわり

新春、町長から町民のみなさま
へ何年拍状は、戯札廃止のため失
礼させていただきま Lた.

宮②0221
E②0324 
E②0221 
E伽 057
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け
札
ぽ
な
り
ま
せ
ん
。

と
く
に
、
ス
キ
l
m
H刊
の
油
入
に
当

た
っ
て
は
、
販
売
応
の
専
門
家
と
も
相

談
し
て
自
分
の
体
格
や
技
能
に
合
致
し

た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
、
い
た

ず
ら
に
流
行
を
追
う
こ
と
は
避
け
主
け

札
ぱ
な
リ
ま
せ
ん
。

楽
し
い
は
ず
の
ス
キ
ー
が
、
什
分
や

他
人
の
不
注
芯
に
よ
っ
て
、
不
快
主
む

の
に
な
ら
な
い
よ
ヴ
、
回
一}
ろ
か
り
安

全
に
は
十
分
注
意
し
た
い
む
の
で
す
。

冬
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
く

ス
キ
l
の
事
故
防
止

ス
キ
ー
は
、
雄
大
な
環
境
町
中
で
、

自
然
に
純
し
み
、
自
己
肉
体
力
を
高
め

る
と
と
も
に
、
き
び
し
い
也
、
の
寒
さ
を

克
服
し
て
強
く
た
く
ま
し
く
生
き
る
気

力
を
養
成
す
る
ス
ポ

l
y
と
し
て
、
他

的
野
外
ス
ポ

ソ
に
比
較
し
て
優
れ
た

特
性
を
も
ち
、
今
金
町
で
は
従
前
か

均

町
民
に
親
し
ま
れ
て
お
リ
ま
す
。

ま
た
、
近
年
は
ス
キ
場
的
地
設
設

備
が
幣
備
さ
れ
、
交
通
機
関
む
発
達
し

て
き
た
こ
と
、
さ
句
に
は

「歩
く
ス
キ

l
」
の
普
及
主
ど
も
あ
っ
て
、
ス
キ
ー

愛
師
者
が
年
々
物
加
し
て
い
ま
す
.

し
か
し
、
ス
キ
l
人
口
が

m加
す
る

に
伴
い
、
リ

フ
ト
な
ど
の
崎
投
利
用
時

的
事
故
や
、

ス
キ

用
共
同
使
用
法
的

不
慣
れ
に
よ
る
市
中
故
も
増
加
し
て
い
る

こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

ス
キ

4
故
向
原
凶
と
し
て

一
般
的

に
は
、
州
中
仙
巡
動
的
不
足
や
自
己
的
能

力
過
U
川
、
マ
ナ
不
足
、
過
労
主
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
最
近
は
、
い
わ
ゆ

る
ハ
イ
プ

l
ソ
型
の
ス
キ
l
靴
や
締
只

に
起
因
す
る
も
の
も
目
立
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
ス
キ
を
行
う
際
に

は
、
十
分
に
目
己
的
健
康
管
理
に
努
め

る
と
と
も
に
、
使
用
す
る
ス
キ
l
問
日
(

何
事
前
向
点
検
特
仰
や
、
ス
キ
l
場
に

お
け
る
き
ま
り
を
守
る
よ
う
心
が
け
な

ス
ポ
ー
ツ
障
害
保

障

に

加

入

し

ょ

う

巡
動
中
に
起
き
る
ケ
庁
が
多
〈
な

っ

て
い
ま
す
.
「
自
分
だ
け
は
だ
い
じ
よ
う

ド
L

と
思
っ
て
い
る
人
こ
そ
要
注
意
で

す
。
ス
ポ
l
y
陶
害
保
険
は
、
安
い
掛

金
で
万

一
的
保
障
を
し
ま
す
。

十
人
以
上
の
ス
ポ

y
団
体
や
村
会

数
行
団
体
的
械
成
口
が
加
入
で
き
、

人
当
り
年
間
三
百
円
の
保
険
料
で
死
亡

さ一
百
万
円
)
の
は
か
後
z桜
山
町
布
、
医

療
保
険
金
と
し
て
通
院

一
日
千
円

(九

+
日
支
給
)
入
院
一

日
千
五
行
問

(斤

八
十
日
支
給
)
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

加
入
の
手
続
き
は
総
A
H
体
行
飢
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
町
民
多
数
的
万

々
の
加
入
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

、、、

園
早
〈
も
一
年
生
気
取
り
の
-
-ど
も
た
ち

こ
と
し
町
内
の
新
入
学
児
童
は
日
進
を
除

〈
ト
校
で
行
h
十
-
ニ
名
が
千
定
さ
れ
て
お
リ

ま
す
が
、
昨
年
同
卜

一月
三
ト
口
、

A
B
1
4
但
小

で
新
入

F
児
屯
の
叩
仰
救
出
下
が
附
か
札
、

fn

」ハ
名
町
ニ
ど
も
た
ち
が
お
か
あ
さ
ん
が
た
の

心
配
を
よ
そ
に
知
能
テ
ス
ト
を
終
え

H
i
く

む

一
年
生
気
取
り
で
ポ
ル
遊
び
に
一
花
れ
い

っ
ぱ
い
は
し
〈
ぎ
ま
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

、 住民、~~

比べて

9，494 (+ 12) 
4，657 (+ 8 ) 

4，807(+4) 

2，705 (+ 3 ) 

人 11

リJ

K 
世 m

-
家
庭
婦
人
に
好
評
の
テ
ニ
ス
教
室

こ
と
し
尚
美
公
園
内
に
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
が
浩
成
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
い
ま

総
合
休
刊
館
で
は
マ
マ
さ
ん
グ
ル
ー
プ

の
テ
ニ
ス
熱
が
雌
リ
あ
が
り
週

一
回

附
か
れ
て
い
る
テ
ニ
ス
教
宅
に
は
二
十

人
ほ
ど
の
婦
人
が
軌
γ
心
に
参
加
し
て
い

る
。
み
ん
な
初
心
者
な
の
で
基
本
練
習

の
繰
り
返
し
で
す
が
.
広
い

コ

ト

に

内
球
を
打
ち
か
え
す
ホ
ム
は
、
な
か

な
か
の
七
述
よ
り
で
、

7

7

さ
ん
チ
ー

ム
の
誕
生
も
間
近
か
主
ょ
う
で
す
.

-J' 

=広級ー

トヒ~クス

'.闘闘.

" ， 

'ー 町 一，

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

小山行

E

(出
版
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)
純

川

村

本

英

敏

(附
光

。
一
男
)
川

代

多
凹

山
梨
(
敏
#
長
女
)
神
丘

多
聞
美
紀
(
敏
存
一
-
女
)
神
丘

雌

合

義

昭

(光

義

長

引

)
南

町

川

雌

力

(修

H
M
m
引
)
陶
栄
町

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

本

山

珂

H
H
佐
々
本
瓦
子

大
相
町

単
施
行
北
構
造
今
全
町
役
場
編
集
/
企
画
課
広
報
係

一
線
H
H
V
布
林

事
f

泊
目
八
虫
回
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政
・
十
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日本
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画国
お
〈
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

小

川

口

さ

菊

地

ミ

チ

時

間

ツ

ヤ

阿
部
久
間
郎

」、
L
1
1
b
民
弘
同
月
戸
川
げ

J

一ノ
一
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H

対
側

じ

十

五

必

盟

問

h
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凶
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町
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十
川
川
崎
花
石

(卜

-
月
分
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